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第
一
条

(
立
法
の
目
的
)

行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
を
規
律
L
、
行
政
機
関
が
法
に
よ
り
職

実
を
履
行
す
る
こ
と
を
保
障
監
督
し
、
公
共
の
利
益
及
び
社
会
の
秩

序
を
維
持
し
、
公
民
、
法
人
及
ぴ
そ
の
他
の
組
織
の
合
法
的
権
益
を
保

設
す
る
た
め
に
、
憲
法
に
基
づ
き
、
本
法
を
制
定
す
る
。

第

条

(
行
政
強
制
の
定
義
)

本
法
に
お
け
る
行
政
強
制
に
は
、
行
政
強
制
措
置
及
び
行
政
強
制
執

行
を
古
む
。

行
政
強
制
措
置
と
は
、
行
政
機
関
が
行
政
管
理
過
程
に
お
い
て
、
違

法
行
為
を
制
止
し
、
証
拠
の
致
損
を
防
止
し
、
危
害
の
発
生
を
避
け
、

危
険
拡
大
の
抑
制
な
ど
の
た
め
に
、
法
に
よ
り
公
民
の
人
身
自
由
に
一

時
的
な
制
限
を
実
施
し
、
ま
た
は
公
民
、
法
人
若
し
く
は
そ
の
他
の
組

織
の
財
物
に
一
時
的
な
制
限
を
実
施
す
る
行
為
を
指
す
。

行
政
強
制
執
行
と
は
、
行
政
機
関
ま
た
は
行
政
機
闘
が
人
民
法
院
に

申
請
し
、
行
政
決
定
を
履
行
し
な
い
公
民
、
法
人
若
し
く
は
そ
の
他
の

組
織
に
対
し
、
法
に
よ
り
義
務
の
履
行
を
強
制
す
る
行
為
を
指
す
。

第

条

(
適
用
範
囲
)

行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
に
は
、
本
法
を
適
用
す
る
。

ハ
七
七

(法雑 '12)58-3・4-235



訳

自
然
災
害
、
事
故
、
公
共
衛
生
事
刊
ま
た
は
社
会
安
全
事
件
な
ど
の

翻

突
発
事
件
が
発
生
し
ま
た
は
間
も
な
く
発
生
す
る
場
合
、
行
政
機
関
は

応
急
措
置
ま
た
は
臨
時
的
措
置
を
執
昌
に
あ
た
っ
て
は
、
関
連
す
る
法

律
、
行
政
法
規
の
規
定
に
基
づ
き
、
執
行
す
る
。

行
政
機
関
が
金
融
業
に
対
す
る
周
到
・
慎
重
な
監
督
管
理
、
輸
出

入
貨
物
に
対
す
る
強
制
的
技
術
監
視
制
御
措
置
を
執
る
に
あ
た
っ
て

は
、
関
連
す
る
法
律
、
行
政
法
規
の
規
定
に
基
づ
き
、
執
行
す
る
。

第
四
条

(
合
法
の
原
則
)

行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
は
、
法
定
の
権
限
、
範
囲
、
条
件
及
び

手
続
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

(
適
切
の
原
則
)

行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
非
弘
制
手
段
に
よ
り
行
政
管
理
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
、
行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
を
し
て
は
な
ら
な

U、
。

第
六
条

(
教
育
と
強
制
の
併
用
)

行
政
強
制
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
と
強
制
の
併
用
を
堅

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

(
行
政
強
制
の
濫
用
)

行
政
機
関
及
ぴ
そ
の
職
員
は
行
政
強
制
を
利
用
し
て
単
位
ま
た
は
個

六
七
人

人
に
利
益
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
条

(
相
手
方
の
権
利
と
救
済
)

公
民
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
は
行
政
機
関
の
実
施
す
る
行
政

強
制
に
対
し
、
陳
述
権
、
弁
明
権
を
有
す
る
。
法
に
よ
り
行
政
不
服
申

立
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
を
有
す
る
。
行
政
機
関
が
違
法

な
行
政
強
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、

法
に
よ
り
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

公
民
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
は
人
民
法
院
の
強
制
執
行
中
の

違
法
行
為
ま
た
は
強
制
執
行
範
囲
の
拡
大
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
場

合
に
は
、
法
に
よ
り
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
二
章

行
政
強
制
の
種
類
及
び
設
定

第
九
条

(
行
政
強
制
措
置
の
種
類
)

行
政
強
制
措
置
の
種
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(→ 

公
民
の
人
身
自
由
を
制
限
す
る
こ
と

(二)

場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
を
封
印
す
る
た
こ
と

(ヨ

財
産
を
差
押
え
る
こ
と

(国

預
金
、
送
金
を
凍
結
す
る
こ
と

回

そ
の
他
の
行
政
強
制
措
置

第
十
条

(
行
政
強
制
措
置
を
設
定
す
る
権
限
)

(法雑 '12)58-3. 4-236 



行
政
強
制
措
置
は
法
律
が
設
定
す
る
。

法
律
が
制
定
さ
れ
ず
に
且
つ
国
務
院
行
政
管
理
の
職
権
事
項
に
属
す

る
場
合
、
行
政
法
規
は
本
法
第
九
条
一
項
、
四
項
及
ぴ
法
律
が
規
定
す

ベ
き
行
政
強
制
措
置
を
除
く
そ
の
他
の
行
政
強
制
措
置
を
設
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

法
律
、
行
政
法
規
が
制
定
さ
れ
ず
に
且
つ
地
方
性
事
務
に
属
す
る
場

合
、
地
方
性
法
規
は
本
法
第
九
条
二
項
、
士
一
項
の
行
政
強
制
措
置
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
律
、
法
規
以
外
の
そ
の
他
の
規
範
性
文
書
は
行
政
強
制
措
置
を
設

定
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

(
行
政
強
制
措
置
設
定
の
統
一
性
)

法
律
が
行
政
強
制
措
置
の
対
象
、
条
件
及
び
種
類
に
つ
い
て
、
設
定

中華人民共和国行政強制法(主)

を
し
た
場
合
、
行
政
法
規
、
地
方
性
法
規
は
拡
大
の
規
定
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

法
律
が
行
政
強
制
措
置
を
設
定
し
て
い
な
い
場
合
、
行
政
法
規
、
地

方
性
法
規
は
行
政
強
制
措
置
を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法

律
が
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
行
政
法
規
に
よ
り
具
体
的
管
理
措
置
を

規
定
す
る
と
定
め
た
場
合
、
行
政
法
規
は
本
法
第
九
条
一
項
、
四
項
及

び
法
律
が
規
定
す
べ
き
行
政
強
制
措
置
を
除
く
そ
の
他
の
行
政
強
制
措

置
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

(
行
政
強
制
の
執
行
方
式
)

行
政
強
制
の
執
行
方
式
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(→ 

過
料
ま
た
は
滞
納
金
を
課
す
こ
と

(コ

預
金
、
送
金
を
振
り
替
え
る
こ
と

日

競
売
ま
た
は
法
に
よ
り
封
印
、
差
押
え
た
場
所
、
施
設
も
し
く
は

財
物
を
処
理
す
る
こ
と

回

妨
害
の
排
除
、
原
状
の
回
復

ω 
代
執
行

同

そ
の
他
の
強
制
執
行
の
方
式

第
十
三
条

(
行
政
強
制
の
執
行
を
設
定
す
る
権
限
)

行
政
強
制
の
執
行
は
法
律
が
設
定
す
る
。

法
律
が
行
政
機
関
に
よ
る
強
制
執
行
を
定
め
て
い
な
い
場
合
、
行
政

決
定
を
下
す
行
政
機
関
は
、
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
在
い
。

第
十
四
条

(
聴
聞
の
手
続
な
ど
)

法
律
草
案
、
法
規
草
案
を
起
草
し
、
行
政
強
制
を
設
定
す
る
場
合
、

起
草
組
織
は
聴
閉
会
、
論
証
会
な
ど
の
形
式
で
意
見
を
聴
取
し
、
且
つ

制
定
機
関
に
当
該
行
政
弥
制
の
必
要
性
、
生
じ
う
る
影
響
及
び
意
見
聴

取
意
見
を
採
択
す
る
状
況
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

(
行
政
強
制
の
評
価
制
度
)

ハ
七
九
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訳

行
政
強
制
の
設
定
機
関
は
設
定
さ
れ
た
行
政
強
制
に
対
し
、
定
期
的

翻

に
評
価
を
行
い
、
且
つ
適
切
で
は
を
い
行
政
強
制
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
そ
れ
を
改
正
し
、
ま
た
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
強
制
の
実
施
機
関
は
設
定
さ
れ
た
行
政
強
制
の
実
施
状
況
及
び

そ
の
存
在
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
適
時
に
評
価
を
行
い
、
且
っ
そ
の
意

見
を
当
該
行
政
強
制
の
設
定
機
関
に
報
告
す
る
。

公
民
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
は
行
政
強
制
の
設
定
機
関
及
ぴ

実
施
機
関
に
行
政
強
制
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
意
見
提
案
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
関
連
機
関
は
そ
れ
に
つ
い
て
真
剣
に
検

討
論
証
し
、
且
つ
適
切
な
方
式
で
相
手
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る。
第
三
章

行
政
強
制
措
置
実
施
の
手
続

第

節

一
般
規
定

第
十
六
条

(
行
政
強
制
を
実
施
す
る
条
件
)

行
政
機
関
は
行
政
管
理
の
職
責
を
履
行
し
、
法
律
、
法
規
の
規
定
に

基
づ
き
、
行
政
強
制
措
置
を
実
施
す
る
。

違
法
行
為
の
情
状
が
明
ら
か
に
軽
微
で
あ
り
、
ま
た
は
明
確
な
社
会

的
危
害
が
な
い
場
合
、
行
政
強
制
措
置
を
執
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

六
八

O

第
十
七
条

(
行
政
強
制
措
置
の
実
施
主
体
)

行
政
強
制
措
置
は
、
法
律
、
法
規
の
規
定
し
た
行
政
機
闘
が
法
定
職

権
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
。
行
政
強
制
措
置
権
は
委
託
を
し
て
は
な
ら

:、
a
o

右
し集
中
的
行
政
処
罰
権
を
行
使
す
る
行
政
機
関
は
、
「
中
華
人
民
共
和

国
行
政
処
罰
法
」
の
規
定
に
従
い
、
法
律
、
法
規
の
規
定
し
た
行
政
処

同
副
権
に
係
わ
る
行
政
強
制
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
強
制
措
置
は
、
資
格
を
有
す
る
行
政
法
執
行
の
行
政
機
関
職
員

が
実
施
す
る
。
そ
の
他
の
人
員
は
そ
れ
一
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

(
一
般
の
手
続
)

行
政
機
関
は
行
政
強
制
措
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の

規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(ー)

実
施
す
る
前
に
行
政
機
関
の
責
任
者
に
報
告
し
、
許
可
を
得
る
こ

と

。
二
名
以
上
の
行
政
法
執
行
職
員
が
実
施
す
る
こ
と

(弓

法
執
行
の
身
分
証
を
提
示
す
る
こ
と

側

当
事
者
に
現
場
に
立
ち
合
わ
せ
る
こ
と

回

現
場
で
当
事
者
に
行
政
強
制
措
置
を
講
ず
る
理
由
、
根
拠
及
ぴ
当

事
者
が
法
に
よ
り
享
有
す
る
権
利
、
救
済
方
法
を
告
知
す
る
こ
と

b司

当
事
者
の
陳
述
及
び
弁
明
を
聴
取
す
る
こ
と

(法雑 '12)58-3・4-238



(甘

現
場
記
録
を
製
作
す
る
こ
と

ω 
現
場
記
録
は
当
事
者
及
び
行
政
法
執
行
職
員
が
署
名
し
、
ま
た
は

捺
印
す
る
。
当
事
者
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
と
き
、
現
場
記
録
に
お
い

て
、
そ
れ
を
注
記
す
る
こ
と

ω 
当
事
者
が
現
場
に
欠
席
し
た
と
き
、
証
人
に
立
ち
会
わ
せ
、
証
人

及
び
行
政
法
執
行
職
員
が
現
場
記
録
に
署
名
し
、
ま
た
は
捺
印
す
る

」

と

ムー

法
律
、
法
規
が
規
定
す
る
そ
の
他
の
手
続

第
十
九
条

(
緊
急
時
の
手
続
)

状
況
が
緊
急
で
あ
り
、
現
場
で
行
政
強
制
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
場
合
、
行
政
法
執
行
職
員
は
二
十
四
時
間
内
に
行
政
機
関
の
責
任
者

に
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
且
つ
許
可
手
続
を
追
っ
て
行
う
。
行
政

中華人民共和国行政強制法(主)

機
関
の
責
任
者
が
行
政
強
制
措
置
を
執
る
べ
き
で
は
な
い
と
認
め
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
措
置
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
一
な
い
。

第
二
十
条

(
人
身
自
由
を
制
限
す
る
行
政
強
制
措
置
の
手
続
)

法
律
の
規
定
に
よ
り
公
民
の
人
身
自
由
の
制
限
を
実
施
す
る
行
政
強

制
措
置
は
、
本
法
第
十
八
条
の
規
定
し
た
手
続
を
履
行
す
べ
き
以
外
に

下
記
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(斗

そ
の
場
で
告
知
し
、
ま
た
は
行
政
強
制
措
置
一
を
実
施
し
た
後
に
直

ち
に
当
事
者
の
家
族
に
行
政
強
制
措
置
を
実
施
し
た
行
政
機
関
、
場

所
及
び
期
限
を
通
知
す
る
こ
と

!二コ

緊
急
の
状
況
に
お
い
て
、
現
場
で
行
政
強
制
措
置
が
実
施
さ
れ
た

場
合
に
は
、
行
政
機
関
に
帰
っ
た
後
に
直
ち
に
行
政
機
関
の
責
任
者

に
報
告
し
、

E
つ
許
可
手
続
を
追
っ
て
行
う
こ
と

(三)

法
律
が
規
定
し
た
そ
の
他
の
手
続

人
身
自
由
の
制
限
を
実
施
す
る
行
政
強
制
措
置
は
、
法
定
の
期
限
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
。
行
政
強
制
措
置
を
実
施
す
る
目
的
が
既
に
達
し
、

ま
た
は
そ
の
前
提
条
件
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
行
政
強
制
措
置
を

直
ち
に
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

(
犯
罪
に
関
わ
る
案
件
の
移
送
)

違
法
行
為
が
犯
罪
に
も
関
わ
り
、
司
法
機
関
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る

場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
封
印
、
差
押
え
、
凍
結
し
た
財
物
を
一
括
で

移
送
し
、
且
つ
当
事
者
に
そ
れ
を
書
面
で
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

節

封
印
、
差
押
え

第
二
十
二
条

(
封
印
、
差
抑
え
の
実
施
主
体
)

封
印
、
差
押
え
は
法
律
、
法
規
の
規
定
す
る
行
政
機
関
が
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
い
か
な
る
行
政
機
関
ま
た
は
組
織
は
、
そ
れ
を
実
施
し
て
は

な
ら
な
い
。

曲
目
午
一
牛
l
一
二
糸
町

(
封
印
、
差
押
え
の
対
象
)六人
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訳

封
印
、
差
押
え
は
事
件
に
係
わ
る
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
に
限
ら

翻

れ
、
違
法
行
為
と
加
盟
関
係
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
を
封
印
・
差
押

え
て
は
な
ら
な
い
。
公
民
個
人
及
び
扶
養
す
る
家
族
の
生
活
必
需
品
を

封
印
し
、
差
押
え
て
は
な
ら
な
い
。

当
事
者
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
が
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
法
に

よ
り
封
印
さ
れ
て
い
る
場
合
、
重
複
し
て
封
印
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

(
封
印
、
差
押
え
の
実
施
す
る
手
続
)

行
政
機
関
が
封
印
、
差
押
え
の
実
施
を
決
定
し
た
場
合
、
本
法
第
十

八
条
の
規
定
す
る
手
続
を
履
行
し
、
封
印
、
差
押
え
決
定
書
及
び
明
細

書
を
製
作
し
、
且
っ
そ
の
場
で
そ
れ
を
交
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

封
印
、
差
押
え
決
定
書
に
は
下
記
の
事
項
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

ご
、
。

右

U
I

(→ 

当
事
者
の
姓
名
ま
た
は
名
称
、
住
所

口

封
印
、
差
押
え
の
理
由
、
根
拠
及
ぴ
期
限

回

封
印
、
差
押
え
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
の
名
称
、
数
量
な
ど

回

行
政
不
服
申
立
の
申
請
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
方
法
及
び

期
限

回

行
政
機
関
の
名
称
、
印
章
及
び
日
時

封
印
、
差
押
え
の
明
細
書
は
一
式
二
部
を
作
成
し
、
当
事
者
及
び
行

政
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
保
管
す
る
。

六
人

第
二
十
五
条

(
封
印
、
差
押
え
の
期
限
)

封
印
、
差
押
え
の
期
限
は
三
十
日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
状
況
が

複
雑
な
場
合
、
行
政
機
関
の
責
任
者
の
許
可
を
経
て
、
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
延
長
の
期
限
は
三
十
日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

法
律
、
法
規
に
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

封
印
、
差
押
え
を
延
長
す
る
決
定
は
速
や
か
に
書
面
で
当
事
者
に
告

知
し
、

E
つ
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
品
に
対
し
、
測
定
、
検
査
、
検
疫
ま
た
は
技
術
鑑
定
が
必
要
な
場

合
、
封
印
、
差
押
え
の
期
間
は
測
定
、
検
査
、
検
疫
ま
た
は
技
術
鑑
定

の
期
聞
を
含
ま
な
い
。
測
定
、
検
査
、
検
疫
ま
た
は
技
術
鑑
定
の
期
間

は
明
確
で
あ
る
べ
き
、
且
つ
書
面
で
当
事
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
測
定
、
検
査
、
検
疫
ま
た
は
技
術
鑑
定
の
費
用
は
、
行
政
機
関

が
負
担
す
る
。

第
二
十
六
条

(
封
印
、
差
押
え
た
財
産
の
保
管
)

封
印
、
差
押
え
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
に
対
し
、
行
政
機
関
は

適
切
に
保
管
し
、
使
用
ま
た
は
致
損
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
損
害
を
も

た
ら
し
た
場
合
、
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

封
印
、
差
押
え
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
に
対
し
、
行
政
機
関
は

第
三
者
に
保
管
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
者
は
そ
れ
を
投
損

ま
た
は
移
転
、
処
分
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
者
の
原
因
に
よ
り
、
損
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害
を
も
た
ら
さ
れ
た
場
合
、
行
政
機
関
は
先
に
賠
償
し
た
後
、
第
三
者

に
求
償
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。

封
印
、
差
押
え
に
よ
り
、
発
生
し
た
保
管
費
用
は
、
行
政
機
関
が
負

担
す
る
。

第
二
十
七
条

(
封
印
、
差
押
え
た
後
の
処
理
)

行
政
機
関
は
封
印
、
差
押
え
の
措
置
を
講
じ
た
後
、
速
や
か
に
事
実

を
調
査
、
解
明
し
、
本
法
第
二
十
五
条
の
定
め
る
期
限
内
に
処
理
の
決

定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
違
法
の
事
実
が
明
確
で
、
法
に
よ
り

没
収
す
べ
き
違
法
な
財
物
を
没
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
、
法

規
が
廃
棄
す
べ
き
と
定
め
る
場
合
に
は
、
法
に
よ
り
、
廃
棄
す
る
。
封

印
、
差
押
え
を
解
除
す
べ
き
と
定
め
る
場
合
に
は
、
封
印
、
差
押
え
を

解
除
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中華人民共和国行政強制法(王)

第
一
一
十
八
条

(
封
印
、
差
押
え
の
解
除
)

下
記
の
事
情
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
速
や
か
に
封

印
、
差
押
え
を
解
除
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(→ 

当
事
者
に
違
法
行
為
が
な
い
と
き

に1

封
印
、
差
押
え
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
財
物
が
違
法
行
為
と
関
係

が
な
い
と
き

(三)

行
政
機
関
が
違
法
行
為
に
行
政
処
分
の
決
定
を
行
い
、
封
印
、
差

押
え
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き

側

封
印
、
差
押
え
の
期
限
が
満
了
し
た
と
き

回

そ
の
他
、
封
印
、
差
押
え
を
講
じ
る
べ
き
事
情
が
な
い
と
き

封
印
、
差
押
え
の
解
除
に
あ
た
っ
て
は
、
財
物
を
直
ち
に
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
鮮
品
ま
た
は
そ
の
他
の
保
管
し
難
い
財
物
を
競

売
ま
た
は
換
金
し
た
場
合
に
は
、
競
売
ま
た
は
換
金
し
た
所
得
金
額
を

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
金
の
価
格
が
明
ら
か
に
市
場
価
格
よ

り
低
く
、
当
事
者
に
損
害
を
も
た
ら
し
た
場
合
に
は
、
補
償
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

節

凍

結

第
二
十
九
条

(
凍
結
の
実
施
主
体
な
ど
)

預
金
、
送
金
を
凍
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律
が
定
め
る
行
政
機

関
が
実
施
し
、
そ
の
他
の
行
政
機
関
ま
た
は
組
織
に
そ
れ
を
委
託
し
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
知
何
な
る
行
政
機
関
ま
た
は
組
織
は
預
金
、

送
金
を
凍
結
し
て
は
な
ら
な
い
。

預
金
、
送
金
を
凍
結
す
る
金
額
は
違
法
行
為
に
係
わ
る
金
額
に
相
当

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の
国
家
機
関
が
法
に
よ
っ
て
既
に
そ

れ
が
凍
結
さ
れ
た
場
合
に
は
、
重
複
し
て
凍
結
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
条

(
凍
結
の
手
続
な
ど
)

行
政
機
関
が
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
預
金
、
送
金
の
凍
結
を
決
定
し

六
八
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訳

た
場
合
、
本
法
第
十
八
条
一
項
、
二
項
、
三
項
及
び
七
項
の
規
定
し
た

翻

手
続
を
履
行
し
、
且
つ
金
融
機
構
に
凍
結
通
知
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

金
融
機
構
は
行
政
機
関
の
法
に
よ
り
下
し
た
凍
結
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
後
、
そ
れ
を
直
ち
に
凍
結
し
、
そ
れ
を
遅
延
し
た
り
、
当
事
者

に
凍
結
す
る
前
に
情
報
を
漏
洩
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

法
律
の
規
定
す
る
以
外
の
行
政
機
関
ま
た
は
組
織
が
当
事
者
の
預
金
、

送
金
の
凍
結
を
要
求
し
た
場
合
に
は
、
金
融
機
構
は
そ
れ
を
拒
絶
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条

(
凍
結
決
定
書
の
交
付
期
限
及
び
内
容
)

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
預
金
、
送
金
を
凍
結
し
た
場
合
、
決
定
を
下

し
た
行
政
機
関
は
三
日
以
内
に
当
事
者
に
凍
結
決
定
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
凍
結
決
定
書
に
は
下
記
の
事
項
を
明
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(→ 
当
事
者
の
姓
名
ま
た
は
名
称
、
住
所

(ニコ

凍
結
の
理
由
、
根
拠
及
び
期
限

白

凍
結
す
る
口
座
番
号
及
び
金
額

四

行
政
不
服
申
立
の
申
請
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
方
法
及
ぴ

期
限

国

行
政
機
関
の
名
称
、
印
章
及
ぴ
日
時

六
八
四

第
一
二
十
二
条

(
凍
結
期
限
及
び
そ
の
延
長
)

行
政
機
関
は
預
金
、
送
金
を
凍
結
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
処
理

の
決
定
ま
た
は
凍
結
を
解
除
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
状

況
が
複
雑
な
場
合
、
行
政
機
関
の
責
任
者
の
許
可
を
経
て
、
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
延
長
の
期
限
は
三
十
日
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。
法
律
に
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

凍
結
を
延
長
す
る
決
定
は
速
や
か
に
書
面
で
当
事
者
に
告
知
し
、
且

つ
理
由
を
説
明
し
B

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

曲目町二一半
l

一一一阜市

(
凍
結
の
解
除
)

下
記
の
事
情
の
一
つ
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
速
や
か
に
凍

結
を
解
除
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(寸

当
事
者
に
違
法
行
為
が
な
い
と
き

。
凍
結
し
た
預
金
、
送
金
が
違
法
行
為
と
関
係
が
な
い
と
き

白

行
政
機
関
が
既
に
違
法
行
為
に
行
政
処
分
の
決
定
を
行
い
、
凍
結

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き

個}

凍
結
の
期
限
が
満
了
し
た
と
き

回

そ
の
他
、
凍
結
を
講
じ
る
べ
き
事
情
が
な
い
と
き

行
政
機
関
は
凍
結
の
解
除
を
決
定
し
た
場
合
、
金
融
機
構
及
び
当
事

者
に
速
や
か
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
融
機
構
は
通
知
を
受

取
っ
た
後
、
直
ち
に
凍
結
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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行
政
機
関
が
期
限
を
超
え
て
処
理
の
決
定
ま
た
は
凍
結
を
解
除
す
る

決
定
を
下
し
て
い
な
い
場
合
、
金
融
機
構
は
凍
結
の
期
限
を
満
了
し
た

日
か
ら
、
凍
結
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

行
政
機
関
の
強
制
執
行
手
続

第

節

一
般
規
定

第
一
二
十
四
条

(
行
政
機
関
に
よ
る
強
制
執
行
)

行
政
機
関
が
法
に
よ
り
行
政
決
定
を
下
し
た
後
、
当
事
者
が
行
政
機

関
の
決
定
し
た
期
限
以
内
に
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
行
政
強

制
執
行
権
を
有
す
る
行
政
機
関
は
本
章
の
規
定
に
従
い
、
強
制
執
行
を

行
つ

中華人民共和国行政強制法(玉)

第
三
十
五
条

(
督
促
)

行
政
機
関
は
強
制
執
行
の
決
定
を
下
す
前
に
事
前
に
当
事
者
に
義
務

を
履
行
す
る
よ
う
督
促
す
べ
き
で
あ
る
。
督
促
は
書
面
で
下
し
、

E
つ

下
記
の
事
項
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

←) 
義
務
を
履
行
す
る
期
限

。
義
務
を
履
行
す
る
方
式

目

金
銭
給
付
に
係
る
と
き
、
明
確
な
金
額
及
び
給
付
方
法
を
有
す
ベ

き
で
あ
る
こ
と

四

当
事
者
が
法
に
よ
り
有
す
る
陳
述
権
及
び
弁
明
権

第
三
十
六
条

(
陳
述
権
、
弁
明
権
)

当
事
者
は
督
促
状
を
受
取
っ
た
後
、
陳
述
及
び
弁
明
を
行
う
権
利
を

有
す
る
。
行
政
機
関
は
当
事
者
の
意
見
を
充
分
に
聴
取
し
、
当
事
者
の

提
出
し
た
事
実
、
理
由
及
び
証
拠
に
対
し
、
記
録
、
再
調
査
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
の
提
出
し
た
事
実
、
理
由
ま
た
は
証
拠
が
成

立
し
た
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
第
三
十
七
条

(
強
制
執
行
の
決
定
)

督
促
を
経
て
、
当
事
者
が
期
限
を
超
え
て
行
政
決
定
を
履
行
せ
ず
、

且
つ
正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
強
制
執
行
の
決
定

を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。

強
制
執
行
の
決
定
は
書
面
で
下
し
、

E
つ
下
記
の
事
項
を
明
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト)

当
事
者
の
姓
名
ま
た
は
名
称
、
住
所

口

強
制
執
行
の
理
由
、
根
拠

日

強
制
執
行
の
方
式
及
び
時
期

回

行
政
不
服
申
立
の
申
請
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
す
る
方
法
及
び

期
限

回

行
政
機
関
の
名
称
、
印
章
及
ぴ
日
時

六
八
五
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督
促
期
間
に
お
い
て
、
財
物
を
移
転
ま
た
は
隠
匿
す
る
証
拠
を
有
す

翻

る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
強
制
執
行
の
決
定
を
即
時
に
下
す
こ
と
が

で
き
る
。

第
三
一
十
八
条

(
督
促
状
、
行
政
強
制
決
定
書
の
送
達
)

督
促
状
、
行
政
強
制
執
行
決
定
書
は
当
事
者
に
直
接
的
に
送
迷
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
が
受
取
り
を
拒
否
し
、
ま
た
は
当
事
者
に

置
接
的
に
送
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
「
中
華
人
民
共
和
国
民

事
訴
訟
法
」
の
関
連
規
定
に
従
い
、
送
逮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条

(
執
行
の
中
断
)

下
記
の
事
情
の
一
つ
が
あ
る
場
合
、
執
行
を
中
断
す
る
。

(→ 

当
事
者
に
よ
る
行
政
決
定
の
履
行
が
確
か
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た

は
一
時
的
に
履
行
能
力
が
な
い
と
き

口

第
三
者
に
よ
る
執
行
対
象
物
に
対
す
る
権
利
主
張
に
は
、
確
実
に

理
由
が
あ
る
と
き

目

執
行
に
よ
り
補
い
難
い
損
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
、
且
つ
執

行
の
中
断
は
公
共
の
利
益
に
損
な
わ
な
い
と
き

四

そ
の
他
行
政
機
闘
が
執
行
を
中
断
す
べ
き
で
あ
る
と
認
め
る
状
況

が
あ
る
と
き

執
行
を
中
断
す
る
状
況
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
行
政
機
関
は
執
行
を

回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
な
社
会
的
危
害
が
な
く
、
当
事
者

六
八
六

に
履
行
能
力
が
な
く
、
執
行
の
中
断
か
ら
一
二
年
を
喝
き
で
も
執
行
の
回

復
が
な
い
と
き
に
は
、
行
政
機
関
は
執
行
を
行
わ
な
い
。

第
四
十
条

(
執
行
の
終
結
)

下
記
の
事
情
の
一
つ
が
あ
る
場
合
、
執
行
を
終
結
す
る
。

↓
 

{
 
公
民
が
死
亡
し
、
執
行
で
き
る
遺
産
が
な
く
義
務
引
受
人
も
い
な

い
と
き

(二)

法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
終
止
し
、
執
行
で
き
る
遺
産
が
な

く
義
務
引
受
人
も
い
な
い
と
き

臼

執
行
の
目
的
物
が
な
く
な
っ
た
と
き

側

執
行
の
根
拠
で
あ
る
行
政
決
定
が
取
消
さ
れ
た
と
き

回

そ
の
他
行
政
機
関
が
執
行
を
中
断
す
べ
き
で
あ
る
と
認
め
る
状
況

が
あ
る
と
き

第
四
十
一
条

(
原
状
回
復
)

執
行
中
ま
た
は
執
行
の
完
了
後
に
お
い
て
、
執
行
の
根
拠
で
あ
る
行

政
決
定
が
取
消
さ
れ
、
変
更
さ
れ
、
ま
た
は
誤
っ
た
執
行
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
原
状
を
回
復
し
、
ま
た
は
財
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
原
状
の
回
復
、
ま
た
は
財
物
の
返
還
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
法

に
従
い
、
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条

(
執
行
の
和
解
)

行
政
強
制
の
執
行
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
行
政
機
関
は
公
共
の
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利
益
及
び
他
人
の
合
法
的
利
益
を
損
な
わ
な
い
状
況
の
下
で
当
事
者
と

の
聞
に
執
行
協
議
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
執
行
協
議
は
分
割
履
行

を
約
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
救
済
措
置
を
と
っ
た
場
合
に

は
、
過
料
ま
た
は
滞
納
金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

執
行
協
議
は
履
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
が
執
行
協
議

を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
、
行
政
機
関
は
強
制
執
行
を
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条

(
品
位
を
保
つ
法
執
行
)

行
政
機
関
は
夜
間
ま
た
は
法
定
の
定
休
日
に
お
い
て
行
政
強
制
執
行

を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
の
状
況
を
除
く
。

行
政
機
関
は
住
民
の
生
活
に
対
L
、
水
、
電
気
、
熱
干
不
ル
ギ
l
、

ガ
ス
の
供
給
を
停
止
す
る
な
ど
の
方
法
で
当
事
者
に
行
政
決
定
の
履
行

中華人民共和国行政強制法(王)

を
迫
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条

(
強
制
撤
去
)

違
法
な
建
築
物
、
構
築
物
、
施
設
な
ど
に
つ
き
、
強
制
撤
去
が
必
要

な
場
合
、
行
政
機
関
が
当
事
者
に
期
限
付
け
で
自
ら
撤
去
す
る
よ
う
公

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
が
法
定
の
期
限
内
に
お
い
て
行
政

不
服
申
立
を
申
請
せ
ず
、
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
せ
ず
、
撤
去
も
し

な
い
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
法
に
従
い
、
強
制
撤
去
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第

節

金
銭
給
付
義
務
の
執
行

第
四
十
王
条

(
過
料
な
ど
)

行
政
機
関
が
法
に
よ
り
金
銭
給
付
義
務
の
行
政
決
定
を
下
し
、
当
事

者
が
期
限
を
超
え
て
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
法
に

従
い
過
料
ま
た
は
滞
納
金
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
過
料
ま
た
は
滞
納

金
を
課
す
基
準
に
つ
き
、
当
事
者
に
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

過
料
ま
た
は
滞
納
金
を
課
す
金
額
は
、
金
銭
給
付
義
務
の
金
額
を
超

え
で
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条

(
金
銭
給
付
義
務
の
直
接
強
制
)

行
政
機
関
が
本
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
従
い
、
過
料
ま
た
は
滞
納

金
を
課
し
て
か
ら
三
十
日
を
超
え
、
催
告
を
経
て
も
、
当
事
者
が
履
行

し
な
か
っ
た
場
合
、
行
政
強
制
執
行
権
を
有
す
る
行
政
機
関
は
強
制
執

行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
機
関
が
強
制
執
行
を
実
施
す
る
前
に
封
印
、
差
押
え
、
凍
結
す

る
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
法
第
三
章
の
規
定
に
従

い
、
処
理
を
す
る
。

行
政
強
制
執
行
権
を
有
し
な
い
行
政
機
関
が
人
民
法
院
に
よ
る
強
制

抽
執
行
を
申
請
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
事
者
が
法
定
の
期
限
内
に

お
い
て
行
政
不
服
申
立
て
を
申
請
せ
ず
、
ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
せ

六
八
七
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ず
、
催
告
を
し
て
も
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
行
政
管
理
を
実
施

翻

す
る
過
程
に
お
い
て
、
封
印
、
差
押
え
る
措
置
を
講
じ
た
行
政
機
関
は

封
印
、
差
押
え
た
財
物
を
法
に
よ
り
競
売
し
、
そ
れ
を
過
料
に
当
て
る

』
と
が
で
き
る
。

第
囚
十
七
条

(
預
金
、
送
金
の
振
替
)

預
金
、
送
金
の
振
替
は
法
律
の
定
め
る
行
政
機
関
が
決
定
し
、
且
つ

書
面
で
金
融
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
融
機
構
は
行
政

機
闘
が
法
に
よ
り
下
し
た
預
金
、
送
金
を
振
替
す
る
決
定
一
を
受
け
取
っ

た
後
、
直
ち
に
そ
れ
を
振
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
律
の
規
定
す
る
以
外
の
行
政
機
関
ま
た
は
組
織
が
当
事
者
の
預
金

送
金
の
振
替
を
要
求
し
た
場
合
、
金
融
機
構
は
そ
れ
を
拒
絶
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条

(
競
売
の
委
託
)

法
に
よ
り
財
物
を
競
売
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
機
関
が
競
売
機

構
に
委
託
し
て
「
中
華
人
民
共
和
国
競
売
法
」
に
従
い
、
処
理
を
す
る
。

第
四
十
九
条

(
振
替
し
た
預
金
、
送
金
の
管
理
)

振
替
し
た
預
金
、
送
金
及
び
競
売
も
し
く
は
法
に
よ
る
処
理
の
所
得

は
、
国
庫
に
上
納
し
ま
た
は
財
政
専
有
口
座
に
振
り
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
如
何
な
る
行
政
機
関
ま
た
は
個
人
は
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、

こ
れ
を
保
有
し
、
私
的
に
分
配
し
ま
た
は
形
を
変
え
て
私
的
に
分
配
し

六
八
八

て
は
な
ら
な
い
。

第

節

代

執

'ー
イ了

第
五
十
条

(
代
執
行
)

行
政
機
関
が
法
に
よ
り
当
事
者
に
妨
害
の
排
除
、
原
状
の
回
復
な
ど

の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
行
政
決
定
を
下
し
、
当
事
者
が

期
限
を
超
え
て
履
行
せ
ず
、
催
告
を
経
て
も
履
行
せ
ず
、
そ
の
結
果
既

に
ま
た
は
交
通
の
安
全
を
危
害
し
、
環
境
汚
染
を
も
た
ら
し
、
ま
た
は

自
然
資
源
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
代
執
行

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
に
委
託
し
て

代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
一
条

(
実
施
の
手
続
な
ど
)

代
執
行
は
下
記
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(ー)

代
執
行
す
る
前
に
決
定
書
を
送
達
す
る
。
代
執
行
決
定
書
に
は
当

事
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
、
住
所
、
代
執
行
の
理
由
及
び
根
拠
、
方

式
及
び
日
時
、
目
的
物
、
予
算
及
び
代
執
行
人
を
明
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と

仁)

代
執
行
す
る
日
の
三
目
前
に
当
事
者
に
よ
る
履
行
を
督
促
す
る
。

当
事
者
が
履
行
す
る
と
き
、
代
執
行
を
停
止
す
る
こ
と

日

代
執
行
を
す
る
と
き
、
決
定
を
下
し
た
行
政
機
関
は
現
場
に
職
員
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を
派
遣
し
て
獄
督
す
る
こ
と

ω 
代
執
行
が
完
了
し
た
後
、
行
政
機
関
の
現
場
監
督
員
、
代
執
行
人

及
ぴ
当
事
者
ま
た
は
立
会
人
は
執
行
文
書
に
署
名
ま
た
は
捺
印
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

代
執
行
の
費
用
は
コ
ス
ト
に
基
づ
き
、
合
理
的
に
確
定
し
、
当
事
者

が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
に
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
一
な
い
。

代
執
行
は
暴
力
、
脅
迫
及
び
そ
の
他
の
違
法
な
方
法
を
使
用
し
て
は

告
ら
な
い
。

第
五
十
二
条

(
直
ち
に
実
施
す
る
代
執
行
)

道
路
、
川
筋
、
航
路
ま
た
は
公
共
場
所
の
遺
留
物
、
障
害
物
ま
た
は

汚
染
物
を
直
ち
に
清
掃
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
事
者
が
清
掃
す
る
こ
と

中華人民共和国行政強制法(王)

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
行
政
機
関
は
直
ち
に
代
執
行
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
当
事
者
が
現
場
に
い
な
か
っ
た
場
合
、
行
政
機
関
は
、
事
後

に
当
事
者
に
速
や
か
に
通
知
し
、
且
つ
法
に
よ
り
処
理
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
五
章

人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
の
申
請

第
五
十
三
一
条

(
非
訟
事
件
の
行
政
執
行
)

当
事
者
が
法
定
の
期
限
内
に
お
い
て
行
政
不
服
申
立
を
申
請
せ
ず
、

ま
た
は
行
政
訴
訟
を
提
起
せ
ず
、
行
政
決
定
も
履
行
し
な
い
場
合
、
行

政
強
制
執
行
権
を
有
し
な
い
行
政
機
関
は
、
期
限
の
満
了
し
た
日
か
ら

三
ヶ
月
以
内
に
本
章
の
定
め
に
従
い
、
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
四
条

(
督
促
及
び
執
行
管
轄
)

行
政
機
関
は
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を
申
請
す
る
前
に
当
事
者

に
義
務
の
庵
行
を
督
促
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
督
促
状
の
送
遠
か
ら

十
日
を
過
ぎ
で
も
当
事
者
が
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
行

政
機
関
は
管
轄
擦
が
あ
る
所
在
地
人
民
法
院
に
強
制
執
行
を
申
請
す
る

」
と
が
で
き
る
。
執
行
の
対
象
が
不
動
産
の
場
合
に
は
、
不
動
産
附
在

地
の
管
轄
権
が
あ
る
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を
申
請
す
る
。

第
五
十
五
条

(
執
行
申
立
の
資
料
)

行
政
機
関
は
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
下
記
の
資
料
を
提
供
し
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(ー)

強
制
執
行
申
請
書

口

行
政
決
定
書
及
び
決
定
を
下
し
た
事
実
、
理
由
及
び
根
拠

回

当
事
者
の
意
見
及
び
行
政
機
関
に
よ
る
督
促
の
状
況

四

強
制
執
行
を
申
請
す
る
目
的
物
の
状
況

回

法
律
、
行
政
法
規
が
定
め
る
そ
の
他
の
資
料

強
制
執
行
申
請
書
に
は
行
政
機
関
の
責
任
者
が
署
名
し
、
行
政
機
関

六
八
九

(法雑 '12)58-3・4-247



訳

の
印
章
が
捺
印
さ
れ
、
日
時
を
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
せ
な
い
。

翻

第
五
十
六
条

(
申
立
の
受
理
及
ぴ
救
済
)

人
民
法
院
は
行
政
機
関
の
強
制
執
行
申
請
を
受
取
っ
た
後
、
五
日
以

内
に
そ
れ
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
機
関
は
受
理
し
な
い
と
い
う
人
民
法
院
の
裁
定
に
異
議
が
あ
る

場
合
、
十
五
日
以
内
に
上
級
人
民
法
院
に
再
審
査
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
上
級
人
民
法
院
は
再
審
査
申
請
を
受
取
っ
た
日
か
ら
十
五
日

以
内
に
受
理
す
る
か
ど
う
か
の
裁
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
な
い
。

第
五
十
七
条

(
書
面
審
査
)

人
民
法
院
は
行
政
機
関
の
強
制
執
行
申
請
に
つ
い
て
書
面
審
査
を
行

う
。
本
法
第
五
十
五
条
の
規
定
に
合
致
し
、

E
つ
行
政
決
定
が
法
定
の

執
行
力
を
具
備
す
る
場
合
に
は
、
人
民
法
院
は
本
法
第
五
十
八
条
の
規

定
す
る
事
情
を
除
い
て
、
受
理
し
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
執
行
の
裁
定

を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条

(
実
質
審
査
)

人
民
法
院
が
下
記
の
状
況
の
い
ず
れ
か
を
発
見
し
た
場
合
、
裁
定
を

下
す
前
に
被
執
行
人
及
び
行
政
機
関
の
意
見
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き

る。j
 
ト

事
実
の
根
拠
が
明
ら
か
に
欠
け
て
い
る
と
き

口
法
律
、
法
規
の
根
拠
が
明
ら
か
に
欠
け
て
い
る
と
き

六
九

O

日

そ
の
他
明
確
な
違
法
性
が
あ
り
、
且
つ
被
執
行
人
の
合
法
的
権
益

に
損
害
を
与
え
る
と
き

人
民
法
院
は
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
執
行
を
す
る
か
ど
う

か
の
裁
定
を
下
さ
奇
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
執
行
し
な
い
と
い
う
裁
定
を

下
し
た
場
合
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
、
且
つ
五
日
以
内
に
執
行
を
し
な

い
と
い
う
裁
定
を
行
政
機
関
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
機
関
は
執
行
し
な
い
邑
い
う
人
民
法
院
の
裁
定
に
異
議
が
あ
る

場
合
、
裁
定
を
受
取
っ
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
上
級
人
民
法
院
に
再

審
牽
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
級
人
民
法
院
は
再
審
査
申
請
を

受
取
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
執
行
す
る
か
ど
う
か
の
裁
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条

(
緊
急
執
行
)

状
況
が
緊
急
な
場
合
、
公
共
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
行
政
機
関

は
人
民
法
院
に
よ
る
緊
急
執
行
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
民
法

院
の
院
長
の
許
可
を
経
て
執
行
の
裁
定
を
下
す
日
か
ら
五
日
以
内
に
人

民
法
院
は
執
行
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
条

(
執
行
の
費
用
)

行
政
機
関
は
人
民
法
院
に
よ
る
強
制
執
行
を
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て
、

申
請
費
用
の
支
払
い
は
し
な
い
。
強
制
執
行
の
費
用
は
被
執
行
人
が
負

担
す
る
。
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人
民
法
院
が
振
替
、
競
売
の
方
式
で
強
制
執
行
を
行
う
場
合
、
振
替
、

競
売
を
し
た
後
に
強
制
執
行
の
費
用
を
そ
こ
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

会
C
'
A

制。
人
民
法
院
は
法
に
よ
り
財
物
を
競
売
す
る
に
あ
た
っ
て
、
競
売
機
構

に
委
託
し
て
「
中
華
人
民
共
和
国
競
売
法
」
に
従
い
、
処
理
を
す
る
。

振
替
し
た
預
金
、
送
金
及
び
競
売
も
し
く
は
法
に
よ
る
処
理
の
所
得

は
国
庫
に
上
納
し
ま
た
は
財
政
専
有
口
座
に
振
り
込
ま
な
け
れ
ば
を
ら

な
い
。
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、
こ
れ
を
保
有
し
、
私
的
に
分
配
し
ま

た
は
形
を
変
え
て
私
的
に
分
配
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
章

法

的

責

任

第
六
十
一
条

(
違
法
責
任
)

中華人民共和国行政強制法(主)

行
政
機
関
が
行
政
強
制
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
下
記
の
状
況
の

い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合
、
上
級
行
政
機
関
が
是
正
を
命
じ
、
直
接
責
任

を
負
う
主
管
要
員
及
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
に
対

L
法
に
よ
り
行
政

処
分
を
与
え
る
。

(ー)

法
律
、
法
規
の
根
拠
が
な
い
と
き

ω 
行
政
強
制
の
対
象
、
条
件
及
び
方
式
を
変
え
た
と
き

日

法
定
の
手
続
に
違
反
し
、
行
政
強
制
を
実
施
し
た
と
き

四

本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
夜
間
ま
た
は
法
定
の
定
休
日
に
強
制
執

行
を
実
施
し
た
と
き

回

住
民
の
生
活
に
対
L
、
水
、
電
気
、
熱
干
ネ
ル
ギ
l
、
ガ
ス
の
供

給
を
停
止
す
る
な
ど
の
方
法
で

当
事
者
に
行
政
決
定
の
履
行
を

迫
っ
た
と
き

b司

行
政
強
制
を
違
法
に
実
施
し
た
そ
の
他
の
状
況
が
あ
る
と
き

第
六
十
二
条

(
封
印
、
差
押
え
、
凍
結
の
違
法
責
任
)

本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
行
政
機
関
に
下
記
の
状
況
の
い
ず
れ
か
が

あ
る
場
合
に
は
、
上
級
行
政
機
関
が
是
正
を
命
じ
、
直
接
責
任
を
負
う

主
管
要
員
及
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
に
対
し
法
に
よ
り
行
政
処
分
を

与
え
る
。

(ー)

封
印
、
差
押
え
、
凍
結
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
た
と
き

仁i

封
印
、
差
押
え
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
そ
の
財
物
を
使
用
し
、
ま

た
は
段
損
し
た
と
き

巴j

封
印
、
差
押
え
の
法
定
期
間
に
お
い
て
、
処
理
の
決
定
を
せ
ず
、

ま
た
は
法
に
よ
り
速
や
か
に
封
印
、
差
押
え
を
解
除
し
な
か
っ
た
と

き
四

預
金
、
送
金
を
凍
結
す
る
法
定
期
間
に
お
い
て
、
処
理
の
決
定
を

せ
ず
、
ま
た
は
法
に
よ
り
速
や
か
に
凍
結
を
解
除
し
な
か
っ
た
と
き

第
六
十
三
条

(
横
領
な
ど
の
責
任
)

行
政
機
関
が
封
印
、
差
押
え
の
財
物
ま
た
は
振
替
す
る
預
金
、
送
金

六
九
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訳

及
び
競
売
も
し
く
は
法
に
よ
り
処
理
し
た
所
得
を
保
有
し
、
私
的
に
分

翻

配
し
ま
た
は
形
を
変
え
て
私
的
に
分
配
し
た
場
合
、
財
政
部
門
ま
た
は

関
係
部
門
が
追
徴
す
る
。
直
接
責
任
を
負
う
主
管
要
員
及
ぴ
そ
の
他
の

直
接
責
任
者
に
対
し
法
に
よ
り
重
過
失
記
録
、
降
格
、
免
職
ま
た
は
懲

戒
免
職
の
行
政
処
分
を
与
え
る
。

行
政
機
関
の
職
員
が
職
務
上
の
便
宜
を
利
用
し
て
、
封
印
、
差
押
え

の
場
所
、
施
設
ま
た
は
そ
の
財
物
を
私
物
化
し
た
場
合
、
上
級
行
政
機

関
ま
た
は
関
係
部
門
が
是
正
を
命
じ
、
直
接
責
任
を
負
う
主
管
要
員
及

び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
に
対

L
法
に
よ
り
、
重
過
失
記
録
、
降
格
、

免
職
ま
た
は
懲
戒
免
職
の
行
政
処
分
を
与
え
る
。

第
六
十
四
条

(
私
利
を
貧
る
責
任
)

行
政
機
関
及
び
そ
の
職
員
が
行
政
強
制
権
を
利
用
し
て
、
単
位
ま
た

は
個
人
の
た
め
に
剥
益
を
貧
る
場
合
に
は
、
上
級
行
政
機
関
ま
た
は
閲

係
部
門
が
そ
の
是
正
を
命
じ
、
直
接
責
任
を
負
う
主
管
要
員
及
ぴ
そ
の

他
の
直
接
責
任
者
に
対

L
法
に
よ
り
行
政
処
分
を
与
え
る
。

第
六
十
五
条

(
金
融
機
関
が
凍
結
、
振
替
の
規
定
を
違
反
し
た
法
的
責

任
本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
金
融
機
関
に
下
記
の
状
況
の
い
ず
れ
か
が

あ
る
場
合
に
は
、
金
融
業
監
督
管
理
機
構
が
是
正
を
命
じ
、
直
接
責
任

を
負
う
主
管
要
員
及
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
に
対
し
法
に
よ
り
行
政

九

処
分
を
与
え
る
。

(ー)

凍
結
す
る
前
に
当
事
者
に
情
報
を
漏
洩
し
た
と
き

。
直
ち
に
凍
結
・
振
替
え
す
べ
き
預
金
、
送
金
を
凍
結
せ
ず
、
ま
た

は
振
替
せ
ず
、
預
金
、
送
金
の
移
転
を
も
た
ら
し
た
と
き

臼

凍
結
、
振
替
え
す
べ
き
で
な
い
預
金
、
送
金
を
凍
結
し
、
ま
た
は

振
替
、
え
た
と
き

四

凍
結
し
た
預
金
、
送
金
を
適
時
に
解
除
し
な
か
っ
た
と
き

第
六
十
六
条

(
金
融
機
関
が
振
替
を
正
し
く
行
わ
な
い
と
き
の
法
的
責

任
)本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
金
融
機
構
が
国
庫
ま
た
は
財
政
専
用
口
座

以
外
の
そ
の
他
の
口
座
に
金
額
を
振
替
え
た
場
合
に
は
、
金
融
業
監
督

管
理
機
構
が
是
正
を
命
じ
、
且
つ
違
法
に
振
替
し
た
金
額
の

2
倍
の
過

料
を
課
す
。
直
接
責
任
を
負
う
主
管
要
員
及
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者

に
対
し
法
に
よ
り
行
政
処
分
を
与
え
る
。

本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
行
政
機
関
、
人
民
法
院
が
金
融
機
椛
に
指

令
し
て
国
庫
ま
た
は
財
政
専
用
口
座
以
外
の
そ
の
他
の
口
座
に
金
額
を

振
替
さ
せ
た
場
合
に
は
、
直
接
責
任
を
負
う
主
管
要
員
及
ぴ
そ
の
他
の

直
接
責
任
者
に
対
し
法
に
よ
り
行
政
処
分
を
与
え
る
。

第
六
十
七
条

(
人
民
法
院
及
び
そ
の
職
員
の
違
法
責
任
)

人
民
法
院
及
び
そ
の
職
員
が
強
制
執
行
に
お
い
て
、
違
法
行
為
が
あ
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り
、
ま
た
は
強
制
執
行
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
た
場
合
に
は
、
直
接
責
任

を
負
う
主
管
要
員
及
び
そ
の
他
の
直
接
責
任
者
に
対
L
法
に
よ
り
行
政

処
分
を
与
え
る
。

第
六
十
八
条

(
賠
償
及
び
刑
事
責
任
)

本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
公
民
、
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
に
損

害
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
法
に
従
い
、
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
法
の
規
定
に
違
反
し
、
犯
罪
を
構
成
し
た
場
合
、
法
に
よ
り
、
刑

事
責
任
を
追
及
す
る
。

第
七
章

附

員リ

第
六
十
九
条

(
期
聞
の
計
算
)

本
法
の
十
日
以
内
と
い
う
期
限
の
規
定
は
、
業
務
日
で
計
算
し
、
法

中華人民共和国行政強制法(王)

定
祝
休
日
は
含
ま
な
い
。

第
七
十
条

(
公
共
事
務
を
管
理
す
る
組
織
へ
の
適
用
)

法
律
、
行
政
法
規
の
授
権
す
る
公
共
事
務
を
管
理
す
る
職
能
を
有
す

(法線 '12)58-3・4-251

る
組
織
が
法
定
の
授
権
範
囲
内
に
お
い
て
自
己
の
名
義
で
行
政
強
制
を

実
施
す
る
場
合
に
は
、
本
法
の
行
政
機
関
に
係
わ
る
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
十
一
条

(
施
行
日
)

本
法
は
、
ニ

o=一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

六
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